
2014 年 7 月 12 日介護技術講習会報告  

最新介護は「足りない部分のお手伝い」 

 

 

 

 

 

 

2014年 7月 12日、介護技術講習会を中浦和で開催しました。 

地域でたすけあいにこころを砕き、実際に動き回っている人たち、家族の介護に関わって

いる（いた）人たちにお集まりいただきました。 

講師は大泉純子さん。『歩く･座る・立ち上がる』をテーマに充実の 2時間でした。もっと

たくさんの人に来てほしかった。 

いや、こういういい講座はこれ以上拡げないで、このくらいの人数（参加者 28名）でシ

リーズ化していく方がいいかもとも思いました。 

「最新の介護技術を学ぼう」と案銘打って企画をしましたが、「最新」って、今までの

「してあげる介護」ではなくて、日常動作の 

「足りない部分をお手伝いする」ことでした。介護が元で自分の体を痛めては元も子もな

いですよね。 

そのためにはどうしたらよいかを学びました。大泉先生はがっちりとした体格ですが、体

のあちこちに年相応の爆弾を抱えていらっしゃる。 

「そういう人間でもちゃんとつぼを押さえればできるのよ」とのお言葉は妙に説得力があ

りました。 



そして大事なのはここでもやっぱり「こころ」。予定時間の半分近くを裂いてお話下さい

ました。そりゃそうですよね。自分の命を預けるのですから。 

信頼関係がなければ技術は活きない。一同、終わった時は「目からうろこ」でした。 

次回は 9月 27日（土）に開催予定です。 

 

 


